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１. 公共事業労務費調査

R6年度版

2026年 （佐賀県との差）
福岡県 24,100円（3,400円）
長崎県 21,900円（1,200円）
佐賀県 20,700円

隣県との差が拡大

令和８年２月１７日
国土交通省が
「令和８年３月から適用する公共工事設計労務単価」を公表



１. 公共事業労務費調査



調査対象外の労働者（例）

１. 公共事業労務費調査

・見習い、手元等

・年金等受給に伴い日当り賃金を調整している労働者

・外国人研修生、技能実習生

令和８年度の労務費調査スケジュール

・例年どおりであれば、
９月に調査対象元請け業者へ通知予定

・今年度も、調査対象業者（下請企業含む）を対象に
「労務費調査説明会」
「調査票記入サポート相談会」 を開催予定

※調査対象業者の方は、是非、ご参加ください！



２. 建設DX

■建設DXとi-Construction 2.0

※「i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～（令和６年４月）国土交通省」より抜粋



２. 建設DX

■i-Construction 2.0 建設現場のオートメーション化（目指す目標）

※「i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～（令和６年４月）国土交通省」より抜粋



２. 建設DX

■建設現場を取り巻く背景・課題（生産年齢人口の減少・災害の激甚化・頻発化）

※「i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～（令和６年４月）国土交通省」より抜粋



２. 建設DX

〇ICT建機導入後の声

・オペレーター（OP）の経験や技術に左右されない。

経験が浅いOPでも、精度の高い施工が可能。

イメージしながら操作できるからか、新米OPの上達が速い。

・丁張作業が不要。

特に急勾配法面の丁張が不要なため安全。

・補助作業員を削減できる。

重機の近くに作業員がいないので安全。

・作業効率もよく、安全性も向上した。

ICT技術を体験していただくために、

講習会を開催します。

※R8の実施予定は

別途ご案内いたします。



３. 建設キャリアアップシステム（CCUS）活用試行工事実施要領の改定

〇 CCUS活用試行工事実施要領の改定

CCUSの活用拡大を図るため、実施要領を改定しました。

【主な改定内容】

・対象工事

（改定前）県土整備部が発注する工事（営繕工事を除く、予定価格１億円以上）のうち、

 特記仕様書において発注者が指定する工事

（改定後）県土整備部が発注する全ての工事

・基準（平均登録事業者率・平均登録技能者率・平均就業履歴蓄積率）

（改定前）70％・60％・30％

 （改定後）70％・60％・30％（営繕工事を除く）、 50％・30％・20％（営繕工事）

・未達成項目の報告期限

（改定前）工事完成検査終了後14 日以内

（改定後）工事完成検査日まで

 【適 用】

 ・令和７年11 月20 日以降に公告する工事に適用

〇 CCUS現場運用実践セミナーの開催

【初心者向け】

・佐賀会場  令和８年６月３日（水） 午前

【現場運用経験者向け（元請け）】 ※R7年度開催内容と同じレベル

 ・鳥栖会場  令和８年６月２日（火） 午後

・佐賀会場  令和８年６月３日（水） 午後

・武雄会場  令和８年６月４日（木） 午前

開催案内は次頁へ



３. 建設キャリアアップシステム（CCUS）活用試行工事実施要領の改定

【初心者向け】 【現場運用経験者向け】



４. 現場環境改善費試行要領の改定

今年度の熱中症対策に適用できるよう、現場環境改善費試行要領を改定しました。

【適 用】 令和８年４月３０日以降に公告する工事に適用

※R8.2.27 国土交通省公表資料「令和８年度 国土交通省土木工事・業務の積算基準等の改定」より抜粋

所
管
事
業
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、試
行
要
領
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



ご清聴ありがとうございました。
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